
〔畜産農家の声〕 

フォーベルネット会員 

～ フォーベルネットとの出会い、そしてさらなる挑戦 ～ 

吉備中央町 松下久美子  

（備前県民局畜産班対談） 

 私が岡山に帰って来たのは 9 年前のことです。

大学を卒業し、現在の会社（イサミ吉備高原牧場）

に入社し、乳用去勢牛 500頭の肥育をしています。 

 来た当時は、牧場が山奥に在ることもあり、「人

がいないなー」というのが正直な感想でした。唯

一、会社が開催している消費者との牧場体験の時

はとても賑わいます。  

この消費者の牧場体験は私が入社した当時から

ありますが、これはすごく良いことだと感じてい

ます。私たちは牛の育成や肥育出荷といった仕事

をしてますが、その後、お肉になり、流通し、そ

して最後は、牧場体験として来場される消費者の

方々から食卓の声として、私たちの仕事の評価が

聞こえてくるからです。それらがぐるぐる回って

いて、すべてを自分がするわけではないんですけ

ど今自分が育てている牛と食卓が繋がってるよう

に感じる。だから、もっといい牛に、安心安全な

牛に育てようと思うんです。社長の策略にはまっ

てるのかもしれませんけど（笑）。 

 また５年前からは、和牛繁殖に挑戦することに

なり、妊娠牛２頭を購入するところから始めまし

た。とはいっても、全く知識もなく、本で読み、

耳で聞いたことを試してみて、試行錯誤しながら

やっていく毎日でした。でも試行錯誤しながらや

っていることが果たして良い方向に向かっている

のか？誰かに聞いてみたい、その当時は一人で考

えることに少し限界を感じていました。 

 そうした中、２年ほど前に、転機が訪れました。

農協の方が何気なく持ってきた書類の中にフォー

ベルネットの会員募集の案内が入っていたんです

（あとで聞いたところ、その農協の方は持ってき

たことをすっかり忘れてましたが･･･）。ご存じの

とおり、“フォーベルネット“とは乳牛・肉牛・豚・

鶏の畜産の４つの部門、すべてを繋げるネットワ

ークを意味しています。誰かにいろんな事を聞き

たい、相談したいと思っていた私は、すぐに入会

しました。そして、その後フォーベルネットの会

員になってから送られてきた本誌の中に和牛入門

講座１期生募集の案内が載っていました。これに

もすぐに応募しました（笑）。 

和牛入門講座では、和牛を飼うための基礎知識

や関係する法律・事業等勉強になることがたくさ

んありましたが、一番参加して良かったのは、こ

れからいろんな事を相談できる方々ができたこと

です。これこそ、かけがえのない私の財産です。

皆様、今後ともよろしくお願いします。 

最後にうちの和牛を紹介します。今、牛たちは

昼間は放牧に出していますが、夕方「帰るよー」

と声をかけるとこっちを振り返って、20 頭ぐらい

が一斉に戻ってきてくれます。ちょっとだけ、心

が通じあえたような気にさせられる瞬間です。あ

ととても楽ちんですよ（笑）。 

 

（備前県民局畜産班） 

 いろんなことに挑戦し続けている松下さん。お

話に熱があり、意欲満々に目が輝いていたのが印

象的でした。 


